
■JCSS（計量法トレーサビリティ制度）について

アンカー引張試験機 校正サービス

JCSSとは「Japan Calibration Service System」の略称で、1993年11月1日より施行された計量
法に基づく制度です。この制度は「校正事業者登録制度」と「計量標準供給制度」の2本柱からなり、
トラストは前者の「校正事業者登録制度」により、外部の審査を受け登録されている事業者です。

「校正事業者登録制度」はISO/IEC17025（試験所及び校正機関の能力に関する一般要求事項）
の要求事項への適合などを基準としています。トラストは独立行政法人製品評価技術基盤機構
（NITE）によりマネジメントシステムの運用状況、標準器などの設備および環境、校正作業の手順、
不確かさの評価方法について適切であるかを書類審査および現地審査を経て登録が認められました。

トラストのJCSS校正は「高圧ガス保安法」などの法的な制約や、防衛関連の外部校正者の入札条件
のような計測器の校正についてJCSS校正が要件に含まれる場合にも活用できます。

JCSSに登録されました
国家標準につながる信頼の校正の証し

JCSS標章付き校正証明書の発行が可能となりました

JCSS標章付き校正証明書があると安心！

は、計量法に基づく校正事業者登録制度の標章で、
当標準室は、圧力区分の登録事業者です。
（0379は当標準室の登録番号です）
JCSS 登録事業者はISO/IEC 17025 を基準に登録されています。

さらに

施工主は他社（非登録事業者）で
一般校正を実施

施工主は、JCSS校正を実施して
必要な校正証明書を準備すること
に・・・

発注者や取引先が「JCSS登録事
業者または同等」を条件にしていた
り、上位の標準器の校正証明書を
求められたりする可能性があります。

非登録
事業者

施工主
校正完了
しました！

これで
準備OK!

発注者

わかり
ました・・・

JCSS校正が
必要です JCSS

マーク付き

JCSS
登録事業者

はじめからJCSS 校正ならやり直しの心配なし



■JCSS校正のメリット

圧力計を校正する場合の比較

ぜひJCSS登録事業者であるトラストにご依頼ください

測定結果の
信頼性向上

JCSS校正は、ISO/IEC 17025の
要求事項に適合しているため、信頼
性がより高くなります。
一般校正では、各事業者がどのような
方法で校正を実施するかは自由と
なっておりますが、トラストのJCSS
校正ではJIS規格に準じた方法で
校正を実施しています。

01  トレーサビリティ
体系図が不要

JCSS標章そのものが国家標準まで
トレーサブルであることの証明となり、
トレーサビリティ体系図が不要となり
ます。
一般校正の場合、上位の標準器の
校正証明書まで全て揃える必要が
あるケースでもJCSS校正であれば
校正証明書のみで済むため書類の
管理が容易です。

02  不確かさの評価

一般校正で不確かさの評価を行うこと
は稀ですが、JCSS校正では不確かさ
の評価を必ず行います。
不確かさの評価とは作業者の違いや
校正環境（温度や重力加速度）など
複数の要素を加味した不確かさが、
どの程度あるのかを算出すること
であり、この不確かさは校正証明書
に記載しています。不確かさを評価
することで真の値に対してのズレを
把握することができます。

03

校正作業者の
技術能力

校正方法

標準器

書類管理

価格と納期

JIS B 7547-1に準じた方法の中
から特に必要な手順のみを抜粋
して行われる。

各事業者の独自の方法で校正
が行われることが多く、方法が
明確でないことも。

国家標準までトレーサブルな
標準器を使用。信頼性が高い。

使用される標準器が国家標準に
トレーサブルでないことがあり、
正確性に疑問が生じる可能性。

トラストの標準器はJCSS校正を
しているものが多いためトレーサ
ビリティ体系図が簡略化され
管理しやすい。

トレーサビリティ体系図以外にも
上位の標準器の校正証明書が
必要な場合、膨大な書類の管理
が必要になる。

JCSS校正より安価で最短3
営業日の短納期を実現。

ISO/IEC 17025に基づく審査
を受けた技術者が校正を実施。
技術能力が保証される。

JCSS校正の技術者が校正を
実施。技術能力が保証される。

作業者の技術能力にバラつきが
あり、技術者の経験や知識が
十分でない場合がある。

JIS B 7547-1に準じた方法で行
われるため、信頼性が高い。

国家標準までトレーサブルな
標準器を使用。信頼性が高い。

JCSS標章がトレーサビリティの
証明となるため、トレーサビリティ
体系図や上位の校正証明書が
不要。

事前準備や手順に手間が多く
発生するため、費用は高く納期も
長い。

比較的安価な傾向がある。

JCSS校正 一般校正

トラスト
比較項目 非登録事業者

一般校正

ご注文は のJCSS校正をご確認ください
https://anchor-hippari.com/

https://www.anchor-hippari.com/ic/method-006?limit=30

